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　平成 28年から大町市平源汲地区に建設を進めてお

りました、一般廃棄物処理施設「北アルプスエコパー

ク」が７月末に完成し、８月から本格稼働しました。

　新たな施設は、最新の技術を駆使し、長期にわた

り安定した焼却処理により、環境への負荷を最小限

に抑える設備を備えています。

　また、ごみ焼却に伴う熱エネルギーの再利用や、

燃焼ガス冷却水に場内排水を再利用することに加え、

リサイクル推進施設や環境学習施設を併設するなど、

環境に十分配慮した安心安全な施設となっております。

平成30年８月から
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ごみ処理の広域化を

　　　　開始しました

○広域連合議会だより

○平成29年度決算について

○広域消防の活動紹介

○広域施設行事紹介

○イベントカレンダー

主
な
内
容

人　口　５７，５９０人

世帯数　２２，７８３世帯

（平成30年９月１日現在　長野県調べ）

人口と世帯
北アルプス広域



議　会

５
月
定
例
会
開
催

　
平
成
30
年
５
月

29

日
に
５
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
定
例
会
で
は
報
告
案
件
５
件
、
事
件
案
件
１
件
、
条
例

案
件
３
件
、
予
算
案
件
１
件
に
つ
い
て
上
程
し
、
い
ず
れ
も
原

21

案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
組
織
に
つ
い
て

　
５
月
定
例
会
で
は
松
川
村
議
会
議
員
及
び
小
谷
村
村
議
会

議
員
の
改
選
に
よ
り
、
広
域
連
合
議
会
議
員
の
構
成
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
副
議
長
に
平
林
寛
也
議

員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

◇
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

◇
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
及
び
殉
職
者
特
別
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
制

定
に
つ
い
て

平
成

年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
６
号
）

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
５
号
）

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
５
号
）

▼
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
５
号
）

　
　
事
業
確
定
及
び
事
業
実
績
に
よ
る
係
数
整
理

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
高
規
格
救
急
自
動
車
１
台
の
取
得

条
例
の
制
定
・
改
正
に
つ
い
て

◇
大
北
福
祉
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

◇
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

◇
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
資
源
物
受
入
業
務
委
託
料
へ

の
組
み
替
え
、
人
事
異
動
に
よ
る
給
料
・
手
当
等
の
減
額
が
主

な
も
の
。

一
般
質
問
（
要
旨
・
抜
粋
）

　
　

津
滝
　
俊
幸
　
議
員
（
白
馬
村
）

問
　
消
防
車
両
等
の
配
備
及
び
人
員
配
置
は
地
域
の
実

情
や
人
口
に
見
合
っ
て
い
る
か
。

答
　
総
務
省
消
防
庁
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
消
防
力
の
整

備
指
針
を
基
準
と
す
る
と
と
も
に
、
管
轄
地
域
の
実

情
に
即
し
て
長
期
に
わ
た
る
計
画
を
策
定
し
、
防
災
機
動
力

の
維
持
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答
　
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
運
用
に
つ
い

て
の
自
己
検
証
の
内
容
は
。

　
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
無
線
の
不
感
地
域
を
極
力
解
消

す
る
た
め
、
大
町
市
鷹
狩
山
及
び
小
谷
村
中
土
の
立

山
に
山
頂
無
線
基
地
局
を
整
備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
交
信
区

域
が
格
段
に
広
が
り
、
ほ
ぼ
当
管
内
全
域
に
わ
た
り
不
感
地

域
が
解
消
さ
れ
、
大
規
模
災
害
に
際
し
有
効
な
通
信
手
段
が

確
保
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

問答
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
の
仕
組
み
や
利
用
料
金
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
整
備
の
対
応
は
。

　
要
請
に
至
る
過
程
は
３
つ
あ
る
。
１
つ
目
は
指
令

室
に
お
い
て
通
報
内
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
に
て
的

確
に
判
断
し
、
必
要
に
応
じ
救
急
車
と
同
時
に
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
出
動
を
要
請
す
る
ケ
ー
ス
。
２
つ
目
は
救
急
隊
が
傷
病

者
の
状
態
を
観
察
し
た
後
に
要
請
す
る
ケ
ー
ス
。
３
つ
目
は

病
院
か
ら
搬
送
依
頼
を
受
け
る
ケ
ー
ス
。
医
師
の
診
察
に
係

る
医
療
費
以
外
は
傷
病
者
の
負
担
は
な
い
。

　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
町
市

箇
所
、
池
田
町

７
箇
所
、
松
川
村
４
箇
所
、
白
馬
村

箇
所
、
小
谷
村

箇
所
、

計

箇
所
が
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
安
全
が

確
認
さ
れ
た
空
地
を
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
新

た
な
ポ
イ
ン
ト
も
適
切
な
場
所
に
整

備
を
進
め
て
い
く
。
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問
　
今
後
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
受
け
入
れ
体

制
、
案
内
看
板
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
。

　
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
セ

答
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
や
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
グ
ラ
ン

フ
ォ
ン
ド
な
ど
の
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
需
要
の
大
き
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

一
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
連
携
自
立
圏
の
仕
組
み
も
活
用
し

て
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
積
極
的
な
推
進
に
力
を
つ
く

し
、
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　

和
澤
　
忠
志
　
議
員
（
池
田
町
）

問
　
高
齢
者
の
慢
性
的
低
栄
養
の
実
態
と
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
状
況
は
。

　
地
域
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
市
町
村
が
実
施
主

答
体
と
な
り
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
例
え
ば
池
田
町
に
お
い
て
は
、
従
前
よ
り
保
健
事

業
と
連
携
し
て
、
特
定
健
診
に
よ
り
、
貧
血
等
の
恐
れ
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
保
健
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
な

ど
専
門
職
が
個
別
に
栄
養
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
認
知
症
初
期
集
中
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
の
背
景
と

業
務
内
容
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
。

　
国
の
定
め
る
認
知
症
施
策
推
進
５
か
年
計
画
に
基

答
づ
き
、
本
年
４
月
ま
で
に
全
国
の
市
町
村
に
設
置
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
基
本
的
に
は
、
市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

専
門
職
種
の
確
保
や
地
理
的
条
件
等
を
勘
案
し
て
関
係
市
町

村
と
の
協
議
に
よ
り
、
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
協
約
に
基

づ
き
、
共
同
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
支
援
チ
ー
ム
の
役
割
と
し
て
、
認
知
症
の
専
門
医
と
の
連

携
の
も
と
、
チ
ー
ム
が
集
中
的
に
関
わ
り
、
概
ね
半
年
間
に
専

門
医
の
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
と

し
た
。

　
世
帯
の
状
況
等
の
変
化
に
伴
い
、
認
知
症
状
の
進
行
に
よ

る
心
身
状
況
の
悪
化
が
、
周
囲
に
わ
か
り
に
く
い
ケ
ー
ス
の

増
加
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
地
域
全
体
で
高

齢
者
を
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問
　
未
就
学
児
眼
科
屈
折
検
査
事
業
を
連
携
自
立
圏
の

事
業
に
取
り
入
れ
た
背
景
は
。

　
子
ど
も
の
視
力
は
一
般
に
、
生
後
急
速
に
発
達
を

答
続
け
６
歳
ま
で
に
は
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
る
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
屈
折
検
査
装
置
を
活
用
し
て
未
就
学
児

を
対
象
と
し
た
検
査
を
、
３
歳
児
健
診
の
折
や
保
育
園
、
幼
稚

園
に
お
け
る
健
康
診
断
時
に
行
う
。
早
期
の
異
常
発
見
、
早
期

の
治
療
に
つ
な
げ
、
就
学
ま
で
に
正
常
な
視
力
に
近
づ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
連
携
自
立
圏
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
機
器
導
入
費
用
な
ど
市
町
村
ご
と
の
経
費
負
担
を
軽
減

で
き
る
こ
と
、
検
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
な
が
ら
検
査

を
行
う
こ
と
で
機
器
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
、
デ
ー

タ
共
有
に
よ
る
圏
域
全
体
の
状
況
を
分
析
で
き
る
こ
と
な
ど

が
あ
る
。

　
　

大
厩
　
富
義
　
議
員
（
大
町
市
）

問
　
広
域
観
光
推
進
に
向
け
た
事
業
推
進
体
制
と
情
報

発
信
の
具
体
策
は
。

　
圏
域
内
の
観
光
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
５
市
町

答
村
の
共
同
事
業
と
し
て
、
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
活

用
し
て
企
画
さ
れ
る
、
北
ア
ル
プ
ス
地
域
へ
の
旅
行
商
品
に

対
し
て
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
福
岡
か
ら
の
誘

客
活
動
を
展
開
し
、
７
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様
を
当
圏
域

内
に
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
市
町
村
職
員
が
現
地
の
旅
行
会
社
に
対
し
て
旅
行
企
画
を

働
き
か
け
る
際
に
、
当
圏
域
へ
の
旅
行
商
品
の
造
成
と
と
も

に
、
広
告
宣
伝
経
費
に
対
し
助
成
を
行
い
、
現
地
か
ら
の
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
。

問
　
各
市
町
村
の
観
光
事
業
が
、
連
携
に
よ
り
相
乗
効

果
が
出
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
。

　
圏
域
内
外
で
連
携
を
強
化
し
、
観
光
誘
客
を
図
る

答
こ
と
は
、
当
圏
域
全
体
の
観
光
振
興
や
交
流
人
口
の

拡
大
に
結
び
付
く
と
認
識
し
て
い
る
。
県
、
市
町
村
を
は
じ

め
、
観
光
振
興
団
体
と
の
広
範
な
連
携
の
も
と
、
広
域
的
な
連

携
の
橋
渡
し
役
を
務
め
て
い
き
た
い
。

問
　
介
護
、
医
療
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
の
連
携
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

　
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
介
護
、

答
医
療
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
等
の
連
携
に
よ
り
地
域

ぐ
る
み
で
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
を
支
え
る
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
基
本
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
に
よ
り
、
個
別
の
困
難
事
例
等
の

支
援
を
通
じ
て
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
自
立
支

援
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
調
整
を
通
じ
て
地
域
課
題
の
把
握
を

行
う
。
地
域
ケ
ア
会
議
で
地
域
ご
と
に
蓄
積
さ
れ
た
解
決
方

法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
解
決
で
き
な
い
共

通
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
や
広
域
連
合
で
の
検
討
や

事
業
を
通
じ
て
、
介
護
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
介
護
保

険
事
業
計
画
等
に
位
置
付
け
、
施
策
と
し
て
具
体
化
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
て
い
く
。
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議 会 議 員 名 簿

議　会所属委員会

市町村名
及び氏名（敬称略）

総
務
常
任
委
員
会

福
祉
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

ご
み
処
理
特
別
委
員
会

大
町
市

勝野　富男【議長】 ● ●

高橋　　正 ● ○ ◎

佐藤　浩樹 ○ ●

大和　幸久 ● ●

松島　吉子 ● ●

二條　孝夫【監査委員】 ● ●

大厩　富義 ○ ●

池
田
町

那須　博天 ● ◎

和澤　忠志 ●

薄井　孝彦 ●

松
川
村

平林　寛也【副議長】 ● ●

矢口あかね ●

大和田耕一 ●

白
馬
村

北澤禎二郎 ◎ ● ●

津滝　俊幸 ● ○

加藤　亮輔（新） ● ●

小
谷
村

宮澤　正廣 ● ● ●

猪股　充拡 ◎ ●

※（新）：新たに選出された議員 

※ ◎委員長、○副委員長、●委員

（平成30年８月21日現在）

　
平
成
30
年
８
月
定
例
会
が
８
月

・

日
の
２
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
定
例
会
で
は
、
人
事
案
件
２
件
、
条
例
案
件
１
件
、
決

算
案
件
６
件
、
予
算
案
件
６
件
に
つ
い
て
上
程
し
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

広
域
連
合
の
組
織
に
関
す
る
こ
と

21

　
去
る
８
月
５
日
執
行
の
白
馬
村
長
選
挙
に
よ
り
就
任
し

22

た
、
下
川
正
剛
氏
の
副
広
域
連
合
長
へ
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
村
長
任
期
と
同
じ
で
す
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
と
し
て
、
松
川
村
の
川
上
雅
嗣
氏
の
選
任

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
９
月
１
日
か
ら
４
年

間
で
す
。

　
な
お
、
本
定
例
会
で
は
、
新
た
に
白
馬
村
の
加
藤
亮
輔
議
員

８
月
定
例
会
開
催

が
広
域
連
合
議
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
所
属
委
員
会
に
つ

い
て
は
広
域
連
合
議
会
申
し
合
せ
に
よ
り
、
福
祉
常
任
委
員

会
委
員
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
補
正
予
算

平
成
29
年
度
決
算
状
況

　
各
会
計
の
前
年
度
決
算
額
と
前
年
対
比
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

▼
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
、
災

害
復
旧
等
に
関
す
る
土
木
事
業
量
の
増
加
見
込
に
よ
る
土

木
事
業
費
の
増
額

▼
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

次
号
で
は
、
11
月
・
２
月
定
例
会

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

会　計　名 歳出決算額 対前年度比

一般会計 4 8億 3551 .  9万円 190 . 4％

ふるさと市町村圏事業
特別会計

1431万円 △88 . 0％

介護老人保健施設事業
特別会計（虹の家）

2億 9233 .  2万円 13 . 2％

介護保険事業特別会計 6 6億 4851万円 2 . 1％

平日夜間救急医療事業
特別会計（急病センター） 

1766 . 6万円 3 . 3％

老人福祉施設等事業特別会計
（鹿島荘・ひだまりの家）

2億 38 .  1万円 △19 . 3％

　総　　計 1 2 0億 8 7 1 .  9万円 2 6 .  6％

▼
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
及
び

過
年
度
国
庫
負
担
金
、
県
費
負
担
金
、
支
払
基
金
交
付
金
、

市
町
村
負
担
金
の
精
算
な
ど
に
よ
る
増
額

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補
正
な
ど（注）各会計の合計額と総計欄の額とは、千円未満の調整により差異があります。

－3－



  

 

 

 

   

 

  

平成29年度広域連合各会計の決算について

一般会計（広域事務局、北アルプスエコパーク、広域消防、葬祭場他）

議会費　議会開催の

ための費用

　広域事務局総務費

の運営費

　福祉施設等民生費

建設補助

　葬祭場運営衛生費

費、ごみ処理広域

化事業費 公債費 

　消防救急業消防費 8,608.5万円

務運営費
土木費 

　市町村が行土木費

う公共土木工事設

計監理経費 消防費

　　　　　公債費 8億6,931.4万円

地方債償還金

歳 入 

50億4,344.6万円

分担金及び負担金 
39億1,330万円

歳 出 

48億3,551.9万円

衛生費
36億4,968.2万円

2,867.1万円

 68.5万円使用料・手数料、その他

県支出金 291.4万円

繰入・繰越金 2,929万円

諸収入 89.5万円

国庫支出金 

連合債 2,520万円

 10億7,116.2万円

議会費  81.4万円

総務費 1億7,009.1万円

民生費  3,086.3万円

介護保険事業特別会計

国庫支出金 

15億9,418.3万円

繰越金 2,513.5万円
保険料 

歳 入 

66億7,852.8万円

17億3,539.8万円

分担金及び負担金 

9億7,701.1万円

13億5,396.3万円

手数料・財産収入・諸収入 206万円

繰入金 4,644.6万円

県支出金 9億4,433.2万円

支払基金交付金 

歳 出 

66億4,851万円 総務費  1億6,446.8万円

保険給付費
60億4,067.9万円

基金積立金

1億349.9万円

地域支援事業費

2億9,462.7万円

諸支出金 

4,523.8万円

■歳入　　 　　（単位：万円）

分担金・負担金 16,685.8

サービス収入 3,613.2

繰 越 金 1,436.4

諸収入・財産収入・寄付金等 88.4

県 支 出 金 40.3

合　　　計 21,864.0

■歳出　　 　　（単位：万円）

民 生 費 18,554.2

公 債 費 1,483.9

合　　　計 20,038.1

老人福祉施設等事業
特別会計

■歳入　　 　　（単位：万円）

使用料・手数料 391.8

分担金・負担金 1,141.2

繰 越 金 300.4

諸 収 入 5.0

県 支 出 金 128.0

合　　　計 1,966.4

■歳出　　　 　（単位：万円）

総 務 費 1,766.6

合　　　計 1,766.6

平日夜間救急医療事業
特別会計

■歳入　　　 　（単位：万円）

■歳出　　　 　（単位：万円）

介護老人保険
施設事業費

29,233.2

合　　　計 29,233.2

介護老人保健施設事業
特別会計

■歳入　　 　　（単位：万円）

財 産 収 入 180.0

繰 入 金 1,171.2

繰 越 金 338.2

諸 収 入 18.0

合　　　計 1,707.4

■歳出　　　 　（単位：万円）

ふるさと市町村圏
振興事業費

1,431.0

合　　　計 1,431.0

ふるさと市町村圏事業
特別会計

療養介護費収入 25,424.8

繰 越 金 757.9

諸収入・財産収入・寄付金 155.8

繰入金 3,426.2

合　　　計 29,764.7 
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消　防

　
４
月
13

車
、
８
月
27

信信 州州 ドド クク タタ ーー ヘヘ リリ
　ドクターヘリとは、医療機器や医薬品を装備し、医

師、看護師が搭乗して救急現場等に向かい、いち早く救

命治療を行う専用のヘリコプターです。

　信州ドクターヘリは、平成17年から運用を開始し、平

成23年からは２機体制となり、信州大学病院の松本機

は主に中南信を、佐久機は東北信をカバーしています。

　要請は直接住民からはできず、消防署又は医療機関

からのみ可能です。皆さんから119番通報された際、重

症度が高いと疑われるキーワードにより、通信指令室

信信 州州 ドド クク タタ ーー ヘヘ リリ
から要請します。また、救急隊員が重症と判断した場合

も、要請することがあります。

　ヘリの料金は無料ですが、通常程度の医師往診料が

かかりますので、ご理解をお願いします。

　なお、それぞれホームページがありますのでご覧下さい。

●信州ドクターヘリ松本

　http://www.shinshu-doctorheli.jp/

●信州ドクターヘリ佐久

　http://www.sakuhp.or.jp/ja/center/

テレホンガイドが利用できます

火災発生時にはテレホンガイドで災害情報を確認できます。

119番への問い合わせではなくテレホンガイド(22-0219)をご利用ください。
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広
域
消
防
だ
よ
り

緊
急
時
に
備
え
て
車
両
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す

日
に
南
部
消
防
署
の
指
令

日
に
大
町
消
防
署
高
規
格

救
急
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
指
令
車
は
災
害
現
場
に
お
い
て

指
揮
に
当
た
る
た
め
、
後
部
に
は
指
揮

台
等
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
最
大
乗
車

人
員
が
７
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
高
規
格
救
急
車
（
救
急
２
号
車
）
は
、

車
両
全
面
に
「
再
帰
性
に
富
ん
だ
反
射

材
」
を
使
用
し
、
特
に
車
両
後
部
に
は

「
シ
ェ
ブ
ロ
ン
・
マ
ー
キ
ン
グ
」
を
採

用
し
て
、
万
が
一
車
両
の
電
源
が
失
わ

れ
た
場
合
で
も
、
救
急
車
の
存
在
を
示

す
こ
と
で
被
追
突
事
故
の
防
止
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
災
害
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
場
面
で
幅
広
く
活
躍
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



 

 

 

　「
119
番
の
日
」
は
、

し
て
昭
和

て
正
確
な

62119

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
119
・
メ
ー
ル

消　防

11
月
９
日
は

　
119
番
の
日
で
す

消
防
へ
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
、
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
火
災
や
救
急
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
落
ち
着
い

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
聴
覚
及
び
音
声
言
語
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

119
通
報
の
利
用
登
録
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と

納
涼
祭
を
お
こ
な
い
ま
し
た

鹿
島
荘

　
８
月
８
日
に
大
新

田
町
と
の
共
催
に
よ

る
納
涼
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
大
新
田
町
の
皆
さ

ん
、
福
祉
事
業
の
関

係
者
な
ど
約
４
０
０

人
が
集
ま
り
、
炭
坑

節
や
や
ま
び
こ
音
頭

に
合
わ
せ
て
盆
踊
り
を
行
い
、
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
の
食
べ
物
の
屋
台
や
、
輪
投
げ
、
射
的
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
祭
り
気
分
も
盛
り
上
が
っ
て
来
た
こ
ろ
、
昨
年
に
引

き
続
き
松
川
響
岳
太
鼓
子
供
会
の
皆
さ
ん
か
ら
勇
ま
し

い
、
迫
力
あ
る
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
３
日
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
た
仁
科
台
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
に
入
所
者
の
介
助
を
し
て
い
た
だ
き
、
入
所
者
た
ち

は
大
変
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
職
員
に
よ

る
打
ち
上
げ
花
火
で

納
涼
祭
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
が
、
地
域
の

幅
広
い
年
代
の
皆
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
入
所
者
と
の
楽

し
い
交
流
が
で
き
ま

し
た
。

119番５つのポイント

１．「火事です。」又は「救急です。」とはっきり。

２．住所は正しく、市町村から番地まで。

３．火事・事故等の状況など、何が（誰が）

　 どうしたのかを判りやすく。

４．通報者の氏名・連絡先を。

５．自身の安全が第一です。

福祉施設

平成30年８月から大北福祉会館の名称が

℡ 0261-26-6199
北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター

急な病気で困ったら…
医師・看護師が電話相談にもお答えします！

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター

℡ 0261-26-6199
診察日時：月曜日～土曜日　午後７時～午後９時

住　　所：大町市大町1601-2　フレンドプラザ内【大町市文化会館のとなり】

まずは

お電話ください

平成30年８月から大北福祉会館の名称が

「北アルプス市町村会館」へ変更となりました。「北アルプス市町村会館」へ変更となりました。
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北アルプスエリア ２６１】Winter Season EVENT CALENDAR 【市外局番 ０

詳しくは、各市町村または各市町村の観光協会・観光局・観光連盟等へお問い合わせください。 

1100
月月月

1111
月月月

３３３
月月月

1122
月月月

平平平
成成成
3311
年年年
２２２
月月月

10月20日（土）
紅葉の雨引山トレッキング
松川村観光協会62-6930

山頂は、松川村・大町市・木崎湖が一望に見渡せる絶景ポイ
ントです。楓やダンコウバイの紅葉を眺めながら、片道２時
間半ゆっくり歩きます。

10月20日（土）
白馬八方尾根　流星群観察会
白馬観光開発(株)八方営業本部72-3280

オリオン座流星群の観察会＆講習会（要予約）

10月27日（土）
北アルプス山麓
りんごの小径ウォーキング

ちひろ公園を出発し、清流乳川の遊歩道からリンゴの小径を
通り、６㎞歩きます。途中りんごのもぎ取りを行います。

松川村観光協会62-6930

10月27日（土）
第14回安曇野まつかわ秋祭り“収穫祭”
松川村役場経済課商工観光係62-3109

実りの秋に感謝し、松川産の米や農産物の安全・安
心・美味しさをＰＲし、村の農産物を販売します。

10月27日（土）～
11月４日（日）

信州安曇野松川村新そば祭り
松川村観光協会62-6930

昼夜の寒暖差が大きい松川村では、北アルプスの冷たい湧き
水を使いそば打ちをしています。国産そば粉のみを使用する
など、６店舗それぞれのこだわりの味をご賞味下さい。

10月28日（日）
白馬deハロウィン2018
白馬deハロウィン実行委員会72-5055

トリックアート　スタンプラリー　
抽選会　ほか

10月６日～
10月28日の土日

白馬八方尾根　天空の天体ショー
白馬観光開発㈱八方営業本部72-3280

星空観察会＆講習会（要予約）

10月６日～
10月28日の土日

全日本スキー選手権大会
スペシャルジャンプ競技
白馬村スキークラブ71-1170

観戦無料
26日 ８：00　ノーマルヒルオフィシャルトレーニング
27日 ７：30　ノーマルヒル試合
　　 15：00　ラージヒルオフィシャルトレーニング
28日 ７：30　ラージヒル試合

10月上旬～
11月中旬

白馬そば祭り
白馬村観光局72-7100

村内のおそば屋さんで開催

11月３日（土）
2018 松川村 米蔵 日本酒祭り
松川村役場経済課商工観光係 
62-3109

松川村収蔵庫では、松川産酒米を保管しており、その米蔵を
祝うイベントです。松川産の酒米を使って酒造りをしている
蔵元の日本酒を味わうことが出来ます。

11月23日（金）
国宝仁科神明宮新嘗祭
仁科神明宮社務所62-9168

農作物の恵みに感謝する行事です。「新嘗」とはその年収穫さ
れた新しい穀物のことをいい、舞を奉納し、収穫をお祝いす
る祭祀のことです。

10月６日～11月18日
※10月９日・11月13・14日は除く

おたり新そば祭り
小谷村観光連盟82-2233

小谷村各所で風味豊かな新そばを食べて各お店ごとの秋の
味覚をお楽しみください。

12月中旬
鹿島槍スキー場オープン
鹿島槍スキー場23-1231

キッズ、ビギナーからエキスパートまで楽しめる豊富なコー
スバリエーションが人気。スノーパークやキッズパークも　
充実。

12月下旬
爺ガ岳スキー場オープン
爺ガ岳スキー場22-0551

はじめの一歩は爺ガ岳で。大人気のトロイカと広く見通しの
良い傾斜面はキッズファミリーやグループに最適です。

若一王子神社節分祭 福だるまや縁起物などの出店、宝くじの配布、追難式、福豆
２月３日（日）

若一王子神社社務所22-1626 まき、子どもたちへのプレゼントなどが行われます。

大網の火祭り 日本百名山「雨飾山」の麓に広がる大網地区で開かれる、か
２月９日（土）

小谷村観光連盟82-2233 がり火の炎が雪国の夜を照らす大網の火祭り。

２月23日（土）
栂池高原　雪の祭典 盛大な打上げ花火がゲレンデを彩る、冬のＨＡＫＵＢＡＶＡ

栂池高原観光協会83-2515 ＬＬＥＹ最大級のイベント。

２月11日（月）
あめ市 古来生活必需品であった塩を売った「塩の市」が転じて「あ

大町商工会議所22-1890 め市」になったと言われている伝統的なイベントです。

２月２日・９日
雪景色と澄んだ空に映える冬の花火は予想以上にキ

　　16日・23日
第17回大町温泉郷　夢花火と音の祭典

（２月の毎土曜日）
大町温泉郷観光協会22-3038 レイで和太鼓演奏とのコラボも圧巻です。

国宝仁科神明宮 伊勢神宮の祈年祭（としごいのまつり）にならって行われて
３月15日（金） 古式作始めの神事（祈年の祭り） いる神事で、古くからその年の作柄の豊凶を占う神事として

仁科神明宮社務所62-9168 行なわれており、作付けの一大指針とされています。

■編集･発行　北アルプス広域連合　■印刷　北辰印刷 この広報紙は、再生紙・大豆インクを使用しています。




